
道路境界確定図　見本

平成▽▽年◎◎月 市道○○町□□号線
境界確定済

座標一覧表
測点名 Ｘ座標 Ｙ座標 備考
T1 トラバー点
C1 既設民コンクリート杭 所在 千葉市花見川区○○町△△番１　地先
C2 新設市金属標 立会日 平成ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日
X1 復元市金属標 作成日 平成ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日
X2 新設市金属標 〒　　　　　千葉市■■区▲▲町
M1 新設民金属標 株式会社～～土地家屋調査士事務所
M2 新設民金属標 土地家屋調査士　　千葉　太郎
M3 新設市鋲 登録番号　千葉　第００００号

・点間距離の計算は、座標一覧表の数値で算出する（いわゆるフル桁計算はしないこと）
・点間距離については、小数点第４位を切り捨てし、小数点第３位まで表示
・民民境界については、道路境界から離す
・座標一覧表の備考欄に、杭の種類や新設・既設（復元）を記入すること
・境界点が図面上でわかりずらい場合、もしくは書ききれない場合は、詳細図を記載すること
・公図上赤青赤等であり、かつ下水道管理用地が含まれている場合は、それぞれ座標や点間距離を明示し、区域を明確にすること
・折れ点の前後について垂線距離を明示すること
・道路幅員の最少・最大の垂線距離を明示すること
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